
斎尾廃寺跡用地測量業務

特 記 仕 様 書

第１条 適応範囲

本特記仕様書は、琴浦町(以下「甲」という。)が実施する斎尾廃寺跡用地測量業務(以下「本

業務」という。)に適応する。

第２条 業務の目的

本業務は、特別史跡斎尾廃寺追加指定の用地買収に伴う用地測量を実施することを目的とす

る。

第３条 適用する法令及び規程等

１．測量費（昭和 24 年法律第 188 号）

２．公共測量作業規程（国土交通省国土地理院：平成 28 年 3 月 31 日国国地 190 号）

３．琴浦町財務規則

４．琴浦町個人情報保護条例

５．測量・設計業務等一般仕様書

６．その他関係法令

第４条 諸手続き等

本業務の実施に先立ち、受託者（以下、「乙」という。）は下記の書類を提出し、監督員の

承認を得るものとする。

１．業務工程表

２．管理技術者決定通知

３．照査技術者決定通知

第５条 土地の立ち入り等

本業務の実施にあたり、現地測量等に際し他人の占有する土地に立ち入る場合はあらかじめ

甲の監督員に通知しなければならない。また、作業員は身分証明書を常時携帯し地元関係者と

の係争を生じないよう留意しなければならない。万一、損害等を与えた場合は、乙の責任にお

いてこれを解決するものとする。

第６条 守秘義務

乙は本業務で知り得た内容を漏洩してはならない。

第７条 貸与義務

本業務に必要な甲所有及び関係機関所有の資料を貸与する。



第８条 業務概要

本業務における工程別作業区分及び作業量は次のとおりとする。

１．作業区域 琴浦町大字槻下

２．作業計画

設計書に記載された業務内容及び特記仕様書を確認し、業務の目的・主旨を把握した上

で業務計画書を作成する。

３．現地踏査

地形、植生、その他現地の状況等の調査及び既知点（基準点等）の異常の有無の調査を

行う。

４．土地の登記記録調査

甲より、関係地番の登記事項要約書を提供し、土地登記簿調査表(一覧)を作成する。

５．復元測量

地籍図の成果を現地に復元する。

６．境界確認

転写連続図等に基づき、関係権利者立会いのうえ境界点を確認し、所定の標杭を設置す

る。設置する標杭は、3×3×50cmの木杭(赤色)又は測量鋲(赤色明示板)又はマーキング（赤
色）を使用する。

７．土地境界確認書作成

土地境界立会確認書を作成し、境界確認が完了した後、関係する権利者全員に確認した

ことの署名押印を求める。

８．境界点間測量

隣接する境界点間距離を測定し精度を確認する。

９．面積計算

前工程までの成果に基づき、各筆の取得用地の面積を算出する。

１０．用地境界杭設置

必要な位置に永久標を設置する。

１１．土地調書作成

土地調書作成用地実測図原図等の作成



１２.土地調書添付図作成（一部買収による場合）

登記に必要な成果として作成する。

１３．土地現地調査書作成

不動産表示登記事務取扱要領第 8条第 1項の規定に基づき作成する。

１４．登記引照点設置

登記に必要な引照点を設置する。設置する標杭は、測量鋲(真鍮製銀色引照点明示
板)を使用する。

第９条 業務期間

本業務における工程別作業区分及び作業量は次のとおりとする。

工期 完了 令和３年１０月２９日

第１０条 納入成果品

本業務における成果品は次のとおりとする。

・報告書 2部
・電子データ（CD-R） 1式

第１１条 成果品の装丁等

報告書等は、長期に耐える装丁を行って提出するものとする。

第１２条 業務カルテの作成、登録

乙は、契約金額が 100 万円以上の場合、受注時は契約後 10日以内に、完了後 10日以内に測

量設計業務情報サービス(TECRIS)に基づき業務カルテを作成し、監督員の承認を受けた後に

(財)日本建設情報総合センターに提出するとともに、(財)日本建設情報総合センター発行の

「業務カルテ受領書」の写しを甲に提出すること。
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